






要約:神奈川県下の主な病院にアンケート調査をした結果,小児疾患の長期継続的・総合的

な生活管理支援の必要性を認識し,実施努力をしているところが半数以上にみられた。し

かし組織的な業務としては位置ずけられているところは極く一部であることが分った。都

道府県での地域差はあるであろうが,この傾向は日本全域でみられるものであろうと考え

られた。そこで神奈川県立こども医療センターで実施している組織的な支援方法の現状を

一つのモデルとして提示した。


